
第8期介護保険事業計画「取組と目標」に対する自己評価シート【区分①：自立支援、介護予防、重度化防止】

目標設定時点における現状と課題 具体的な取組 目標
計画記載
ページ

実施内容 目標達成状況・自己評価
達成
度合※

課題
（目標の達成状況に関する理由や原因等）

課題に対する改善策
（R3(2021）年度以降）

県の支援に対する評価・要望

①健康づくり・介護予防

【介護予防健診】高齢者の筋力アップ。
サロン開催頻度アップ。

【サロンリーダー養成講座・フォローアッ
プ講座】サロンは多くて月2回、またコロ
ナでサロン開催が中止となる場合もあ
るので、自宅で出来る運動指導が必
要。

【介護予防健診】介護予防健診の全行
政区での実施継続。サロンや自宅での
運動と介護予防健診結果への好循環
を目指す。

【サロンリーダー養成講座・フォローアッ
プ講座】サロンリーダーの養成講座や
フォローアップ講座によりサロン後方支
援を実施する。

【介護予防健診】毎年全行政区で介護予防健診
（体力測定等）を実施し、経年評価する。各区サ
ロンが現状多くて月2回のため、自宅でも続けら
れる運動の指導を実施。また、サロンでみんなで
運動する効果についてもサロンリーダー等に向
け介護予防健診報告会で伝える。

【サロンリーダー養成講座・フォローアップ講座】
サロンリーダー養成講座は隔年、フォローアップ
講座は介護予防健診報告会及びサロンリーダー
養成講座最終回を充てる。

23～25

介護予防健診を平成30年度から全サロ
ンで年1回実施し経年評価している。令
和元年度からサロン未実施行政区でも
実施し、全行政区での実施を継続する。
令和3年度はサロン及び老人会両方を
対象とする。

全行政区で介護予防健診を実施し、参
加者数278人で前年度比187％となっ
た。コロナ禍での実施のため、時間割制
とし、感染対策に万全を期して実施する
ことができた。

◎

サロン等は筋肉量の減少による「からだ」の
フレイル、外出頻度減少による社会的フレ
イル解消に大変有意義であることを再認識
いただいているところです。コロナ禍なが
ら、開催頻度は微増傾向にあるものの、国
県の目指す週1回開催には至っていない。

年1回の体力測定とともに、コロナ禍で
の健康づくりとして、自宅でもできる運動
の紹介も行っていて、今後も再開したサ
ロンで感染対策をしながら筋力の維持
向上ができるよう支援を継続していく。

なし

⑤認知症高齢者の支援

【認知症施策】
１　認知症ケアパス
２　脳いきいき3事業
３　認知症サポーター養成
４　認知症初期集中支援チーム
５　認知症カフェ
６　認知症対応連携会議
７　チームオレンジ（Ｒ７整備目標）

【認知症施策】
１　ホームページで公開中
２　維持改善率7割を維持する。
３　養成数累計の県の掲げる目標が人
口の1/5と高く、目標と現状に乖離があ
るが、少しでも近づけるよう養成者数を
伸ばす。
４　徘徊模擬訓練の実施
５　参加者増
６　定期開催の継続
７　令和7年度を目標に整備を目指す。

【認知症施策】
１　ホームページで公開中
２　コロナ禍でも感染対策に万全を期して開催
し、延期中止の際も自宅での認知症予防の取組
を支援する。
３　例年の小中学校での実施に加えて、住民向
け、企業向け周知も併せて進める。
４　徘徊模擬訓練の実施
５　内容の工夫
６　毎月第４水曜日開催
７　認知症サポーターを中心とした支援チーム
（チームオレンジ）の整備について検討する。

29～30

認知症施策
１　認知症ケアパス
２　脳いきいき3事業
３　認知症サポーター養成
４　認知症初期集中支援チーム
５　認知症カフェ
６　認知症対応連携会議
７　チームオレンジ

１　平成31年4月全戸配布
２　維持改善率72.7％
３　全小中学校で養成
４　徘徊模擬訓練先進地視察
５　認知症カフェは感染対策に万全を期
して毎月実施。
６　毎月第3火曜日実施

◎

５　コロナ禍でもあり、開催はしたものの参
加者がゼロの回もあった。周知は7月負担
割合証と1月障害者控除の発送時に同封し
ている。内容の見直しも検討が必要。

５　認知症カフェの参加者増への取組の
検討。

なし

第８期目標
市町村名 取組テーマ

R3年度（2021年度）実績

嘉島町


